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〈要旨〉 

うきは市立大石小学校 

教諭 佐々木 和 

こんな手立てによって…                こんな成果があった！ 

言葉を動作化、連想、置き換え、比較、

動画や写真の提示といった操作活動を、内

容を把握する「つかむ段階」と内容を解釈

する「深める段階」に位置づけ、言葉をと

らえたり問い直したりすることによって 

  自分で読みの問いをもち、見通しを立て

て構造や内容を把握したり解釈したりして

考えを表現する、進んで読みの力を身につ

ける１年生の子供が育った。 

１ 考えた 

本研究でめざす子供は、進んで読みの力を身につける子供である。児童の実態から、言葉の

意味や文章の構造、内容の理解ができておらず、まとまりとして文を見ていないことや文字を

書いて表現する習慣がないことが明らかになった。そこで、本研究では、進んで読みの力を身

につけるようにするために、言葉をとらえたり問い直したりする活動を１時間の学習過程の「つ

かむ段階」と「深める段階」に位置づける。そして、授業づくりにあたっては、①「表現」を

ゴールとした単元構成、②自分の力に合わせて選択できる学習ノートの工夫、③構造と内容を

把握したり解釈したりするための「発問」の工夫をすることを中心に考えてみた。 

２ やってみた 

例えば、実践１「くちばし」（説明的な文章）では、内容を把握するために言葉を動作化、言

葉から連想したり、内容を解釈するために言葉の置き換え、動画を提示したりする活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果があった！ 

内容を把握する「つかむ段階」と内容を解釈する「深める段階」に言葉をとらえたり問い直し

たりする活動を位置づけることで、子供が自分で読みの問いをもち、見通しを立てて構造や内容

を把握、解釈して考えを表現する、進んで読みの力を身につけることができるようになった。 

主題 進んで読みの力を身につける子供を育てる第１学年国語科学習指導 

副主題 言葉を吟味する活動を通して 

「ふくおか教育論文」 
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主題 進んで読みの力を身につける子供を育てる第１学年国語科学習指導 

副主題 言葉を吟味する活動を通して 

 

うきは市立 大石小学校 

教諭 佐々木 和 

１ 主題設定の理由 

（１）国語科で求められているものから 

    学習指導要領解説国語編「国語科の改定の趣旨及び要点」では、中央教育審議会答申に

おいて、「小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙の量と質の違いがある」と指摘されて

いる。意味を理解している語句の数を増やすだけでなく、話や文章の中で使いこなせる語

句を増やすとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変化などへの理解を通して、語

句の意味や使い方に対する認識を深めることが大切である。また、「情報の扱い方に関する

指導の改善・充実」において、様々な媒体の中から必要な情報を取り出したり、情報同士

の関係を分かりやすく整理したり、発信したい情報を様々な手段で表現したりすることが

求められている。これらから、話や文章に含まれている情報を取り出して整理したり、そ

の関係を捉えたりする力を育てることが必要であると考え、本主題を設定した。取り出し

た情報から内容を把握し、情報を関係付けて言葉をとらえなおして自分の考えを表現する

ことを大切にする本研究は、大変意義深い。 

（２）児童の実態とこれまでの指導の反省から 

    ５月に１年生１５名を対象として、国語に関するアンケートを取った。結果は、資料１

に示す通りである。この結果をもとに追跡調査をし、国語が好きではない理由を聞いたと

ころ、次のような理由が挙げられた。 

  【どうして国語が好きではないのですか。】 

・何が書いてあるか分からない。 

・言葉の意味が分からない。 

・文字を書くのが難しい。 

・読むのが大変。 

・話を聞いているだけで面白くない。 

  このアンケート結果から課題として、次のことが挙げられる。 

●言葉の理解が曖昧である。 

●文章の構造や内容の理解ができておらず、まとまりとして文を見ていない。 

●文字を書く習慣がない。 

    そこで、次のことが大切であるといえる。 

 ○言葉と意味とイメージをつなぐこと。 

○文章に何がどのように書いてあるか、まとまりとして文をとらえること。 

○文字を書く習慣を身に付けること。 

本研究では、進んで読みの力を身につける子供を育てるために、言葉をとらえたり問い
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直したりすることを大切にして、副主題「言葉を吟味する活動を通して」を設定し、授業

改善に取り組んできた。 

２ 主題の意味 

（１）「読みの力」とは 

読みの力とは、説明的な文章や文学的な文章を読んだり他者と交流したりすることを通し

て、つかむ・深める・生かすを繰り返しながら正確に理解し、適切に表現する力である。 

読みの力は、「つかむ」「深める」「生かす」の３つの段階でとらえている。「つかむ」とは、

必要な情報を取り出し、叙述に基づいて文章がどのような構造になっているか、どのような

内容が書かれているかを把握することである。「深める」とは、取り出した情報（言葉や文、

文章）を関係付け、目的に応じて自分の考えをつくったり書かれていること、書かれていな

いことについて具体的に想像したりして、文章の内容や形式を解釈することである。「生か

す」とは、解釈したことをもとに、自分の既有の知識や様々な体験と結びつけて感想を持っ

たり考えをまとめたりして交流することである。 

つかむ 【構造や内容を把握する】 

・何がどのように書かれているか、誰がどうしてどうなったのか考える。 

・読みの視点を明らかにして必要な情報を取り出す。 

深める 【精査・解釈をする】 

・語や文、文章をとらえなおして、分かったことをまとめる。 

・シンキングツールを使って情報を関係付ける。 

生かす 【考えの形成・共有をする】 

・解釈したことをもとに自分の考えや感想をまとめて伝え合う。 

・ノートに書いたりペアで話したりする。 

【 表１ 「読みの力」とは 】 

    このことを第１学年の説明文「くちばし」と物語文「おむすびころりん」を例に説明す

る。説明的な文章の場合を説明する。まず、「きつつきは、なぜするどくとがったくちばし

なのか」の問いを解決するのに必要な情報「木に穴を開ける」「木の中にいる虫を食べる」

を取り出し、何がどのような順序で書かれているのか内容を把握する。次に、「くちばしの

特徴」と「くちばしの使い方」、「えさ」を関係付けて読み、「なぜくちばしは、するどくと

がっていないといけないのか」とらえなおしたことをまとめる。そして、自分の意見や考

え、感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

【 図１ 説明的な文章の場合 】 
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    次に、文学的な文章の場合を説明する。まず、「おむすびは、どんな速さで転がったのか」

の問いを解決するのにおむすびの転がる様子が分かる叙述に着目し、必要な情報「ころこ

ろころりんかけだした」「まてまてまて」「すっとんとんととびこんだ」を取り出して、内

容を把握する。次に、取り出した情報を関係付けて解釈した、「おじいさんが追いつけない

くらいの走るような速さでおむすびが転がっている」「おじいさんが一生懸命おむすびを追

いかけている」といった場面の様子をまとめる。そして考えや意見、感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図２ 文学的な文章の場合 】 

 （２）「進んで読みの力を身につける」とは 

    自分で読みの問いをもち、見通しを立て「つかむ」「深める」「生かす」を繰り返して振

り返りを行い、意欲的に読みの力を身に付けていくことである。 

読みの力は、人から与えられるのではなく、「自分から読みたい。解決したい」と自ら意

欲をもって説明的な文章や文学的な文章と出会い、自分で読みの力を身に付けていくことが

大切である。 

「読みの問い」とは、説明的な文章の場合、「何が書かれているのか。」「なぜそうなるの

か。」といった文章の構成や表現の仕方に対する問いである。文学的な文章の場合、「このと

き、どんな気持ちだろうか。」「なぜそうしたのか。」といった登場人物の気持ち、行動の変化

に対する問いのことである。「自ら読みの問いをもつ」とは、こういった問いを自分でもつと

いうことである。「見通しを立てる」とは、何がどのような順序で書かれているか、誰がどう

してどうなったといった読みの視点をもつことである。「振り返り」とは、自分だったらどう

するかといった感想、自分の考えや意見を書いたり話したりすることである。 

 

 

 

 

 

 

 

【 図３ 進んで読みの力を身につけるまでの一連の流れ 】 
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（３）「進んで読みの力を身につける子供」とは 

    問いや見通しをもって、説明的な文章や文学的な文章を進んで読み、自分の考えを表現

する子供のことである。必要な情報を取り出し、取り出した情報（言葉や文・文章）を関

係付けて自分の考えを表現することを繰り返しながら、「知識及び技能」、「思考力・判断力・

表現力」、「学びに向かう力、人間性等」を相互関連的に高めていく子供である。 

   〇書かれている情報の意味を理解し、話や文章の中で適切に使うことができる子供 

（知識及び技能） 

   〇大事な情報を取り出したり関係付けたりして自分の考えをもつことができる子供 

   （思考力・判断力・表現力） 

   〇言葉のよさを感じながら、思いや考えを伝え合おうとする子供 

                              （学びに向かう力・人間性等） 

具体的に第１学年、説明的な文章、単元「くちばし」を例に説明する。本時のねらいは、

「くちばしの特徴」「問い」「答え」「くちばしの使い方」「えさ」の順序で書かれているこ

とに気付き、内容の大体をとらえ、なぜその特徴のくちばしなのかについて考えることで

ある。 

    教材文の「おうむ」の前半部分。「太くて先が曲がったくちばしです。これは、何のくち

ばしでしょう。」を提示し、前時の「先がするどくとがったくちばし」と比較する。そこか

ら、「どうしてきつつきとちがい、太くて先が曲がったくちばしなのか」と問いをもつ。 

    この問いを解決するために、くちばしの特徴「太くて先がまがったくちばし」の根拠と

なる叙述を、視点をもとに「固い種の殻を割る」（使い方）、「中の実を食べる」（えさ）を

取り出し、内容をつかむ。 

    次に、くちばしの特徴と使い方「固い種を割らないといけない」、えさの食べ方「おうむ

は固い種の中に入っている実を食べる」を関係付けて内容の理解を深め、「なぜ太くて先が

まがったくちばしなのか」とらえなおす。そして、「きつつきのように、するどくとがった

くちばしだと固い種の殻が割れないから、ちゃんと使い方やえさに合わせたくちばしにな

っていてすごいです。」と自分の考えや感想に生かす。それから、学習で分かったことやこ

れから知りたいことなどを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

【 図４ 進んで読みの力を身につける子供の姿（説明的な文章の場合） 】 

また、文学的な文章の場合の子供の姿は、第１学年の「おむすびころりん」を例にして

説明する。本時の目標は、おむすびがどのように転がったのかを考え、おむすびを追いか

けるおじいさんの心情を想像することがねらいである。 
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【 図６ 言葉を吟味するとは 】 

 

 

 

 

 

 

 

【 図５ 進んで読みの力を身につける子供の姿（文学的な文章の場合） 】 

このような姿を、本研究における「進んで読みの力を身につける」プロセスととらえ

るのである。このような過程において、読みの力を身につけて自分の考えを表現すること

につなげるには、 

     ・情報を取り出す際に、言葉を連想させてイメージをもたせたり、動作化したりして

内容を把握すること。 

     ・言葉や段落同士を関係付ける際に、類似語と比較したり別の言葉に置き換えたりし

て、内容を解釈すること。 

   が重要である。それを「知る段階」と「深める段階」でそれぞれ位置づけることが大切で

ある。段階ごとに位置づけることで、内容を把握したり解釈したりすることができるから

である。そこで、本研究では、言葉を吟味する活動を位置づけて、研究を進めていった。 

 

３ 副主題の意味 

 （１）「言葉を吟味する」とは 

    言葉を吟味するとは、言葉を動作化、言葉から連想、別の言葉に置き換え、他の言葉と

比較、動画や写真の提示をし、言葉をとらえたり問い直したりすることである。 

「言葉による見方・考え方を働か

せる」とは、対象と言葉、言葉と言

葉との関係を、言葉の意味、働き、

使い方等に着目して捉えたり問い直

したりして、言葉への自覚を高める

ことである。つまり、「言葉をとらえ

たり問い直したりする」とは、言葉に

よる見方・考え方を働かせるということである。動作化、連想、置き換え、比較、動画や

写真の提示といった方法を通して、言葉による見方・考え方を働かせる。 

「動作化」とは、言葉から想像したことを動きで表し、言葉の意味を理解したり登場人

物の心情を想像したりすること。「連想する」とは、言葉を聞いたり見たりしたときに、そ

れらと関連のある言葉や事柄を思い浮かべること。「置き換える」とは、別の言葉と置き換

えること。「比較する」とは、二つの言葉の類似点、相違点を見つけること。「つなぐ」と

は、動画や写真を提示してイメージしていたことと結びつけること。 
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 （２）「言葉を吟味する活動」とは 

    言葉を吟味する活動とは、１時間の学習過程の中で構造や内容を把握したり、精査・解

釈したりするために「つかむ」と「深める」段階に、言葉を動作化、言葉から連想、言葉

を別の言葉に置き換え、他の言葉と比較、動画や写真を提示するといった操作活動を位置

づけることである。 

１時間の学習過程を「問いをもつ」「見通し」「つかむ」「深める」「生かす」の活動で構

成する。この一連の学習過程の中の構造や内容を把握する「つかむ」段階と内容を解釈す

る「深める」段階のそれぞれに、言葉を吟味する活動を位置付ける。言葉を吟味する活動

①と②は、それぞれ次の通りである。 

 言葉を吟味する活動① 言葉を吟味する活動② 

目的 構造や内容を把握する 精査・解釈する 

内容 読みの視点を明らかにする 言葉や文、文章、人物の行動をとらえなおす 

方法 ・言葉から連想する 

・動作化する 

・類義語と比較する 

・他の言葉に置き換える 

・写真や動画を提示する 

    図８に示しているように、「つかむ段階」と「深める段階」に言葉を吟味する活動を位置

づける。「つかむ段階」では、読みの視点を明らかにして情報を取り出し、言葉から連想し

たり言葉を動作化したりして構造や内容の把握をする。「深める段階」では、取り出した情

報を関係付けて内容を解釈するために、別の言葉に置き換えたり類義語と比較したり、ま

た動画や写真を提示したりして、書かれていることや書かれていないことについて具体的

に想像する。そして、言葉や文、文章や登場人物の行動をとらえなおす。 

 

 

 

 

 

 

 

【 図７ 言葉を吟味する活動とは 】 

    説明的な文章「くちばし」において、言葉を吟味する活動について説明する。つかむ段

階において「するどくとがったくちばし」（くちばしの特徴）「木に穴をあける」（くちばし

の使い方）「中にいる虫を食べる」（えさ）の情報を取り出す。「木に穴を開ける」をトント

ントンといった動作で表現させたり木に穴を開ける道具を連想させたりして、何がどのよ

うに書かれているか把握する。そして、【くちばしの特徴】、【くちばしの使い方】、【えさ】

を関係付けていく。その時に「するどくとがったくちばし」を「とがったくちばし」に置

き換えて、なぜするどくないといけないのか考えさせる。また、実際にきつつきが木に穴

を開けている動画を提示し、「木の中にいる虫を食べるために木に穴を開ける」といった役

目があるから「するどくとがったくちばし」であることをとらえなおす。 
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【 図８ 説明的な文章における言葉を吟味する活動とは 】 

４ 研究の目標 

    国語科の「読むこと（説明的な文章、文学的な文章）」の学習指導において、言葉を吟味

する活動の在り方を究明し、進んで読みの力を育てる指導方法を明らかにする。 

５ 研究の仮説 

    第１学年「読むこと」の学習指導において、「言葉を吟味する活動」を通し、以下の点か

ら授業の手立てを講じれば、言葉にこだわり表現する子供を育てることができるであろう。 

    着眼１…表現をゴールとした単元の構成 

    着眼２…自分の力に合わせて選択できる学習ノートの工夫 

    着眼３…構造や内容の把握や内容の解釈をするための「発問」の工夫 

６ 研究の内容 

    言葉を吟味する活動を通して、進んで読みの力を育てる子供を育てるために、以下の視

点から指導方法を工夫する。 

 （１）表現をゴールとした単元構成の工夫 

    【説明的な文章】 

    単元を通して、「考えを作って伝える」ことをめざすめあてを設定し、読みを深めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

【 図９ 説明的な文章の単元構成 】 

【文学的な文章】 

    単元を通して、「人物の心情や場面が分かるように表現をする」ことをめざすめあてを設

定し、読みを深めていく。 
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【 図１０ 文学的な文章の単元構成 】 

ここでいう「表現」とは、自分の考えをつくって伝えるのではなく、説明的な文章であ

れば、クイズ大会や本を作ること。文学的な文章であれば、音読発表会や読み聞かせとい

った単元の初めに立てる単元のめあてのことをいう。 

 （２）自分の力に合わせて選択できる学習ノートの工夫 

    自分の力に応じて、学習ノートを選択できるようにする。読みの視点をもとに叙述を全

て抜き出すものと、重要な語や文だけを抜き出すものの２パターンを用意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図１１ 学習ノートの例 】 

（３）構造と内容を把握したり解釈したりするための「発問」の工夫 

    問いの解決に必要な情報を取り出して構造と内容を把握したり、情報を関係付けて内容

を解釈するそれぞれの活動において発問を工夫し、自分の考えを表現することができるよ

うにする。 

言葉を吟味する活動① 言葉を吟味する活動② 

【 構造や内容を把握する 】 

・「〇〇と聞いて何を思い浮かべますか。」 

・「〇〇とはどんな形をしていますか。」 

・「〇〇と似ているものは何がありますか。」 

・「〇〇と言えば何がありますか。」 

・「〇〇を手で表してみましょう。」 

・「〇〇に合わせて体を動かしてみましょう。」 

・「〇〇は、どんな時に使いますか。」 

 

【 精査・解釈する 】 

・「〇〇と〇〇は同じですか。」 

・「何が違いますか。」 

・「どうして〇〇ではなく△△なのでしょ

うか。」 

・「〇と△はどんな関係がありますか。」 

・「何のために〇〇でしょう。」 

・「○○からどんな様子や気持ちが分かり

ますか。」 
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７ 全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図１２ 全体構想図 】 

８ 研究の実際 

【実践事例１】令和４年 ６月実施 第１学年 単元 「くちばし」説明的な文章 

 （１）目標 

    〇「きつつき」「おうむ」「はちどり」のくちばしについて、どんな順序で何が書かれて

いるのかを考えながら内容の大体をとらえ、思ったことや気付いたことを話し合おう

とする態度を育てる。 

    〇主語と述語の関係に着目して、それぞれの鳥によってくちばしの特徴や使い方、食べ

るものが違うことを説明することができる。 

    〇「くちばしの特徴」「くちばしの使い方」「何を食べるか（えさ）」といった視点を明ら

かにして叙述を取り出したり、叙述と叙述を関係付けたりして内容を理解することが

できるようにする。 

 （２）単元の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図１３ 説明的な文章「くちばし」の単元構成 】 
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（３）学習ノートの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図１４ 学習ノートの工夫 】 

（４）授業の実際と考察 

■４／８時：はちどりのくちばしの特徴について読み取る。■ 

  〈本時のねらい〉 

    「くちばしの特徴」「使い方」「何を食べるか（えさ）」を関係付けて、はちどりのくちば

しがなぜ太くて先が曲がっているのかを読み取ることができる。 

    【問いをもつ】 

    まず、はちどりの前半部分「ほそくて、ながくのびたくちばしです。これは、何のくち

ばしでしょう。」までを読み、何の鳥のくちばしか想像した後に、「これはきつつきのくち

ばしです。」答えを提示する。そこで、前時に学習した「太くて先がまがったくちばし」と

比較し、「なぜはちどりは、ほそくてながくのびたくちばしをしているのか」という問いを

もった。 

【見通しを立てる】 

    問いの解決に向けて、「くちばしの特徴」「使い方」

「何を食べるか（えさ）」といった読みの視点をもっ

た。 

【つかむ】 

    読みの視点をもとに、叙述から必要な情報を取り  

出した。（写真１）何がどのような順序で書かれてい  

るか確認した。そして、言葉を吟味する活動①を行 

った。「ほそながい」「はなのなかにいれる」「はなの 

みつをすう」を吟味する。資料１で示すように、言 

葉から連想、動作化をさせた。「細長いとは、どんな 

形ですか。手で表してみましょう。」と発問した。（図 

１５）すると子供たちは、細くて長いを表す動きを 

していた。 
【 図１５ 教師と子供のやりとり】 
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次に、「細長くて吸うために使う道具」を思い浮かべ   

させて、身近なものとつなげた。子供たちは、すぐに   

「ストロー」と発言し、くちばしが飲み物を吸い上げ 

るための役割を確認した。言葉を吟味することで、子 

ども達が言葉から具体的に想像し、どんな順序で何が 

書かれているのか把握することができた。（図１６） 

 

 

 

 

 

 

 

【深める】 

    子ども達は、つかむ段階で取り出した情報「く

ちばしの特徴」「使い方」「何を食べるか（えさ）」

を関係付けながら、なぜ細くて長いくちばしな

のか、問いに対する答えを考えていった。その

際に、言葉を吟味する活動②（図１８）を行っ

た。「細くて長いくちばし」の言葉をとらえなお

すために、細くて長いくちばしを「先がするど

くとがったくちばし」に置き換えて、「なぜこの

くちばしではいけないのか」を考えさせた。こ

の発問に対して、子ども達は、「花の蜜を吸えな

いから」や「花の中にくちばしを入れられない」

など、くちばしの使い方やえさをつなげながら

考えを述べていた。（図１７）さらに、写真２の

ように、はちどりが蜜を吸う動画を見ることで、

役目があるから細くて長いくちばしになってい

ると、問いの答えを導き出していた。 

 

 

 

 

 

    

 

 

【 図１６ 言葉を吟味する活動①と子供のノート 】 

【 図１７ 教師と子供のやりとり】 

【 図１８ 言葉を吟味する活動②】 
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【生かす】 

    子ども達は、解釈したことをもとに自分の考えや感想を

まとめた。「はちどりのくちばしについてどう思いました

か。」という問いに対して、解釈して分かったことをもとに

考えの根拠となる叙述を示しながら、自分の考えをまとめ

ることができていた。（図１９） 

【振り返る】 

    今日の学習で分かったことやもっと知りたいことを振り返った。ペアで話した後に全体

で交流した。「おうむのときと、同じ順番で書かれていました。答えにくちばしの使い方や

何のえさを食べるのかを書いていたので、分かりやすかったです。」や「他の動物のことも

知りたいです。早くクイズを作って、みんなに出したいです。」と学習の振り返りをするこ

とができていた。内容や構造のことで分かったことをまとめたりこれからの意欲をもった

りすることができた。 

〈考察〉 

つかむ段階において、情報を取り出し何がどのような順序で書かれているか、構造や内

容を把握することができたのは、読みの視点を明らかにしたからである。その際に、「どん

な形をしていますか。手で表してみましょう。」といった様子を思考させる発問や「細長く

て吸うときに使う道具は、何がありますか。」と連想させるような発問を行ったことで、子

供たちが言葉からイメージをふくらませることができ、内容の理解につながったので発問

の工夫が有効であった。 

    また、深める段階において、読みの視点を関係付けて自分の考えをまとめることができ

たのは、関係付けるときにくちばしの特徴を別の言葉に置き換えたり、動画を視聴したり

したからである。はじめは、「細くて長いくちばしをしててすごいな。おうむのくちばしと

は、特徴が違うな。」といった考えが「えさを食べるためにこんな使い方をするから、絶対

にこの特徴のくちばしじゃないといけない」ととらえなおすことができた。そして、振り

返りにおいて「他の動物のことも知りたい。早くクイズを作りたい。」と表現活動を楽しみ

にしている姿も見られた。子供たちの中に「クイズを作成する」といった単元のめあてが

あるからこそ、このような姿が見られた。よって、表現をゴールとした単元構成は、有効

であったといえる。 

【実践事例２】令和４年 ６月実施 第１学年 単元 「おおきなかぶ」文学的な文章 

 （１）目標 

    〇「おおきなかぶ」の内容や表現の工夫に関心をもち、かぶをぬくために誰が誰を呼ん

できたのか、人数が増えていくことに着目しながら、かぶを抜くときの様子や人物の

気持ち、心に残ったことを話し合おうとする態度を育てる。 

    〇登場人物の行動や場面の様子が分かる文から根拠となる叙述を抜き出し、情報を関係

付けながら、かぶを抜くときの様子や人物の気持ちを説明することができる。 

    〇登場人物の気持ちや場面の様子が分かるように、語のまとまりや言葉の響きなどに気

をつけて音読することができる。 

【 図１９ 子供の考え 】 
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 （２）単元の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図２０ 文学的な文章「おおきなかぶ」の単元構成 】 

（３）学習ノートの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業の実際と考察 

■５／８時：ねこが増えて５人でかぶを抜く様子を読み取る。■ 

〈本時のねらい〉 

    おじいさん、おばあさん、まご、いぬ、ねこの５人でかぶを抜いているときの様子や気

持ちを想像し、様子や気持ちが伝わるように音読することができる。 

【問いをもつ】 

    まず、「犬が来て４人になってもかぶがぬけなかった」ことを振り返り、まだまだ抜けな

いかぶを抜くためにどうするのか想像する。場面７の初めの１文「いぬは、ねこをよんで

きました。」を読み、５人になったことを確認する。かぶは抜けたのか、どんな様子だった

のか話しながら「５人でかぶを抜く様子が分かるように音読をしよう」という問いをもっ

た。 

    【見通しを立てる】 

    問いを解決するために「誰が誰を呼んできたのか」「抜くときの様子」「かぶの様子」と

いった読みの視点をもった。 

 

【 図２１ 学習ノートの工夫 】 
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    【つかむ】 

    読みの視点をもとに、叙述から「犬はねこを呼んで

きました」、抜くときの様子が分かるかけ声「うんと

こしょ、どっこいしょ」とかぶの様子が分かる叙述「な

かなかかぶはぬけません」を取り出した。（図２２）

主語と述語に気をつけて、誰が誰を呼んできたのかを

確認する。そして、言葉を吟味する活動①（図２４）

を行った。ここでは、動作化を行った。まず、「犬が

ねこを呼んできました。」とい

う叙述から、犬とねこの役に分

かれて、犬がねこを呼ぶときに

何と言ったのかを考えた。次に

「うんとこしょ、どっこいしょ」

を吟味する。動作化をした後に、

「どんな読み方をしましたか。」

と発問した。（図２３）すると

「大きな声で力強く読んだ。」

「一生懸命さが伝わるように

読んだ。」とこたえていた。さら

に「前の場面と同じかけ声だけど、何か違うのですか。」と発問した。すると、「人数が５

人に増えているから、声の大きさが違うよ。」と話の内容を把握することができた。 

【深める】 

    子供たちは、「犬がねこを呼びました」「うんとこ

しょ、どっこいしょ」と「なかなかかぶは抜けませ

ん」の情報を関係付けながら、問いに対する答えを

考えていった。その際に、言葉を吟味する活動②（図

２６）を行った。「なかなか」と「まだまだ」を比

較して、「２つの言葉は何が違いますか。」と発問し

た。（図２５）子供たちは、「まだまだは、全然抜け

そうにないけど、なかなかは少し軽くなったような

気がする。」と言った。そこで、「なかなかはどんな

時に使いますか。」とたずねると、「なかなかできな

い」「なかなか難しい」を挙げた。そこから、かぶ

が抜けそうにない様子に加えて、「ねこにも手伝ってほしい。一人でも多い人数で抜きたい。」

「みんなで一緒に力を合わせても抜けない。」という様子を具体的に想像できた。そして、

「早くかぶを抜きたい。みんなで力を合わせて頑張りたい。どうしても抜きたいけど抜け

るか少し心配な気持ちもある。」と言葉をとらえなおし、内容を解釈することができた。 

【 図２４ 言葉を吟味する活動① 】 【 図２３ 教師と子供のやりとり 】 

【図２２ 学習ノート】 

【 図２５ 教師と子供のやりとり 】 
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【生かす】 

    子供たちは、解釈したことをもとに自分の考えや感想を

まとめた。（図２７）「かぶを抜く５人の中に自分がいたら

どう思いますか。」という発問に対して、解釈して分かった

ことをもとに、自分の感想をまとめることができていた。 

【振り返る】 

    今日の学習で分かったことやもっと知りたいことを振り返った。ペアで話した後に全体

で交流した。「人数が増えてもおおきなかぶは、抜けないことが分かった。みんな頑張って

いてすごいなと思いました。」「５人になっても抜けないので、とてもおおきなかぶだと思

いました。早くかぶが抜けてほしいです。」「ねこにも手伝ってほしいぐらいかぶが抜きた

いと分かった。おじいさんは、最初からずっと抜こうとしているからすごいです。」と学習

の振り返りをすることができていた。そして、上手に音読することができました。（写真３） 

    〈考察〉 

    つかむ段階で、実際に動きを入れて音読をすることで、気持ちが想像しやすく、その時

どんな様子だったのかを具体的に考えることができたため、動作化をしたことが有効であ

った。その際に、「前の場面とかけ声が同じですが、何か違うのですか。」と発問した。そ

うすることで、「４人から５人に変化している」と叙述をもとに根拠を考えた。また、深め

る段階で情報を関係付ける際に、「まだまだとなかなかの言葉の何が違うのか」「そこから

どんな思いが伝わるのか」といった発問をすることで、叙述には書かれていない心情や場

面の様子を立ち止まって考えることができたので、発問を工夫することは、有効であった。 

【実践事例３】令和４年 ６月実施 第１学年 単元 「おむすびころりん」文学的な文章 

（１）目標 

    〇「おむすびころりん」の内容や表現の工夫に関心をもち、人物の行動や場面の様子に

着目しながらおむすびを追いかけるとき、ねずみと出会ったとき、家に帰ったときの

おじいさんの気持ちや場面の様子、心に残ったことを話し合おうとする態度を育てる。 

    〇登場人物の行動や場面の様子が分かる文から根拠となる叙述を抜き出し、情報を関係

付けながら、おむすびを追いかけるときや穴の中にいるとき、家に帰ってきてからの

人物の気持ちや様子を説明することができる。 

    〇登場人物の気持ちが分かるように、語のまとまりや言葉の響きに気をつけながら、リ

ズムよく音読することができる。 

【 図２６ 言葉を吟味する活動② 】 

【 図２７ 児童の考え 】 
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  （２）単元の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図２８ 文学的な文章「おむすびころりん」の単元構成 】 

（３）学習ノートの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業の実際と考察 

■５／６時：おじいさんが帰ってきてからの２人の気持ちを読み取る。■ 

〈本時のねらい〉 

    おじいさんがネズミの家から帰ってきてからのおじいさんとおばあさんの様子や気持ち

を想像し、様子や気持ちが伝わるようにリズムよく音読することができる。 

    【問いをもつ】 

    場面の４の前半部分「おれいのこづちをてにもって、おうちにかえっておばあさんと、

おどったおどったすっとんとん、こづちをふりふりすっとんとん」のところまで読み、お

土産をもって家に帰ったことを確認する。踊っている、こづちを振っているおじいさんと

おばあさんの気持ちを想像させて、「おじいさんとおばあさんは、どうして嬉しかったのだ

ろうか。」という問いをもつ。 

 

    【見通しを立てる】 

    問いを解決するために、「おじいさんとおばあさんの気持ちが分かる」「こづちを振った

ときの様子」といった読みの視点をもつ。 

     

【 図２９ 学習ノートの工夫 】 
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【つかむ】 

    読みの視点をもとに、叙述から「あれあれあれ」

「しろいおこめがざあらざら」「きんのこばんがざっ

くざく」を取り出した。ここで、言葉を吟味する活

動を①（図３０）を行った。「ざあらざら」と「ざっ

くざく」という言葉を動作化した。写真４のように

子供たちは、手を大きく回して、たくさんある様子

を表した。「ざっくざくやざあらざらは、どんなこと

を思い浮かべますか。」と発問して、「いっぱい」や

「たくさん」を表す言葉で

あると確認する。次に、「お

米や金の小判はどれだけ

出てきたと思いますか。」

と発問し（図３１）、自分

の考えを書かせた。すると、

「たくさん出てきたと思

う。だって、ざあらざら、

ざっくざくと書いている

からです。」や「１００億

出てきたと思う。だって、

こづちをふるたびでてくる

と書いているからです。」な

ど、根拠を明らかにしてい

た。（図３２）そして、「ど

んなときにあれ？と使うか

な。」と発問すると、「びっ

くりしたとき」「何だろうと

不思議に思ったとき」「何か

分からないとき」と考えた。お土産にもらったこづちを振ったらお米や小判が出てきたこ

と、それを見てびっくりしたことを把握できた。 

【深める】 

    子供たちは、「あれあれあれ」「しろいおこめがざあらざら」「きんのこばんがざっくざく」

の情報を関係付けながら、問いに対する答えを考えていった。その際に、言葉を吟味する

活動②（図３４）を行った。「ざあらざら」と「ざっくざく」を「いっぱい」に置き換える。

そこで、「意味は同じなので、“いっぱい”に言葉を換えてもいいですよね。」と発問し、ペ

アで話し合った。（図３３）すると子供たちは、「ざっくざくの方があふれそうなぐらい山

のようにあるのが分かる。」「ざあらざらの方がいっぱいありそう。」と考えた。次に、「あ

れあれあれ」に着目し、「三回言わなくても一回“あれ”と言えばいいと思うけど、どうし
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て三回も繰り返しているのかな。」と発問し、ペアで話

し合った。子供たちは、「一回よりも三回の方がびっく

りしているのが分かる。」や「だって、金の小判がざっ

くざく出てきてびっくりしたし、山のように小判が出

てきて嬉しかったから。」「こづちを振るたびに小判や

お米が出てくるから、とても嬉しいから。それに、読

んでてリズムも合うから。」と考えた。さらに、「これ

だけお米や小判がこづちをふるたびに出てきたら、ど

んな気持ちですか。」と発問し、つかむ段階では引き出

せなかった、「とても嬉しい。」「喜んでいる。」「幸せ」

といった心情も想像することができた。そして、三つ

の叙述を関係付けて、「お米や小判が山のように出てき

てびっくりしたし、とても嬉しかった。だから、二人

はいつまでも仲良く楽しく暮らしたと思う。」と内容を

解釈し、考えをまとめることができた。（写真５） 

 

 

 

 

 

 

【生かす】 

    子供たちは、解釈したことをもとに自分の考えや感想をま

とめた。「おじいさんが家に帰ってきてからの場面を読んで、

どう思いましたか。」という発問に対して、解釈して分かった

ことをもとに自分の感想をまとめることができた。（図３５） 

    【振り返り】 

    今日の学習で分かったことやもっと知りたいことを振り返った。子供の記述から「ねず

みさんは、優しいなあという気持ちが分かりました。どこからというと、小判をあげたと

ころからです。」や「あれあれあれ」から嬉しい気持ちが分かりました。」などと学習の振

り返りをすることができていた。（図３６） 

 

 

 

 

 

 

     

【 図３４ 言葉を吟味する活動② 】 

【 図３５ 子供の考え 】 

【 図３６ 学習の振り返り 】 
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〈考察〉 

つかむ段階で、おじいさんやおばあさんがこづちを振ることで何が起きてどんな気持ち

になったのか、内容を理解するために連想させる、動作化をうながす発問が有効であった。

また、深める段階で情報を関係付ける際に、「なぜこの言葉ではいけないのか」「なぜ繰り

返されているのか」と発問したことで、子供が思考を働かせて根拠を考えていたことから、

発問が有効であった。また書く活動を増やすために、本実践では、線を引いて叙述を取り

出し、学習ノートに考えをたくさん書けるようにした。自分に合ったノートを選択し、叙

述をもとに考えを書く姿が図３２や図３６で見られたため、学習ノートの工夫は有効であ

った。 

７ 成果と課題 

（１）研究の成果 

    ①つかむ段階と深める段階に位置づけた「言葉を吟味する活動」の有効性 

    実践１から３を終えて７月にアンケートを実施した。アンケートの結果は、次の通りで 

ある。５月は国語が好きな子が６名、好きではない子が９名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 資料２ 児童にとったアンケート結果（１学期調査分と比較） 】 

結果として、国語が好きな子が１２名に増えた。このアンケートを取った際に、その理

由をたずねた。それぞれ好きと答えた理由、好きではない理由は次の通りである。 

【どうして好きなのですか。】 

・お話を読むのが楽しかった。どんなお話かいつも分かった。 

・言葉の意味をいっぱい考えて面白かった。 

・体をいっぱい動かして楽しかった。 

・動物○○クイズを作ってクイズ大会をしたのが楽しかった。クイズが作れてよかった。 

・おおきなかぶの音読が楽しかった。一人ずつ増えていくのが面白かった。 

・大きなかぶで言葉が変わっているところをすぐに見つけた。 

・おじいさんの気持ちを考えたり、ねずみになりきったりするのが面白かった。 

・面白い言葉をたくさん見つけた。発表できて嬉しかった。 
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【どうして好きではないのですか。】 

・書くのが難しかった。文が書けない。 

・どれを書いていいのか分からなかった。 

・どこを読んでいるのか分からなくなった。 

     

このアンケートの結果から、内容や構造を理解できるようになっていることや言葉の意

味をとらえていることが分かる。また、内容を分かった上で音読に取り組むため、人物の

心情になりきったり場面の様子が伝わるように読もうとしたりと楽しく表現活動に取り組

んでいる子供の姿が見られる。さらに、説明的な文章や文学的な文章を読み進めるにあた

って、言葉に着目し、叙述をもとに考えを作ることができるようになっている。 

    そして今回、追跡調査を行い、「これからの国語の学習が楽しみですか。」とたずねた。 

   理由として次のことが挙げられた。 

・もっといろいろなお話を読んでみ  

たい。 

・登場人物の気持ちを考えたい。 

・音読をたくさんしたい。 

・いっぱい言葉見つけをしたい。 

・文を書けるようになりたい。 

・たくさん文を書きたい。 

・また、クイズ大会をしたい。 

・図鑑とか本をつくりたい。 

・いろいろな言葉を知りたい。 

   ・音読をみんなに聞かせたい。 

 

 このように子供たちが国語科の学習に対して意欲的になったのは、次のことから考え

られる。 

   ○構造や内容を把握する際に、言葉を動作化したり連想させたりして言葉と意味とイメー

ジをつなぎ、何がどのように書かれているか確認し、取り出した情報をきちんと把握し

た。 

   ○取り出した情報を関係付けて、書かれていることはもちろん、書かれていないことまで

具体的に想像した。その際に、別の言葉に置き換えて考えたり類義語と比較したり、動

画や写真を見たことで、より語や文、文章をとらえることにつながった。 

   ○分かったことや感じたことを自分の言葉でまとめ、みんなに伝えた。 

 

これは、つかむ時と深める時に段階的に言葉を吟味する活動を位置づけたからこそ、子

供たちが言葉を獲得し、表現することができるようになったといえる。 

進んで読みの力を身につける子供を育てるために、言葉を吟味する活動を段階的に位置

づけたことは、有効であったといえる。 

【 資料３ アンケート調査結果（追跡調査） 】 
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（２）研究の具体的な構想の有効性について 

    ①表現をゴールとした単元の構成 

    以下、説明的な文章、文学的な文章の単元末に表現活動を楽しむ子供たちの姿である。 

    【くちばし（説明的な文章）】 

写真６は、動物○○クイズを作って先生方にクイズを出している様子である。動物は、

子供たちが興味関心のあるものから自分で選択し、「くちばし」で学習したことを生かして

クイズを作成した。このクイズ大会を子供たちは、待ちわびていた。「自分でクイズを作っ

て出題したい」という単元のめあてを持っていたからこそ、子供たちは意欲的に読みを進

めていった。 

 

 

 

 

 

 

 

【 写真６ 動物○○クイズ大会での子供たちの様子 】 

【おおきなかぶ（文学的な文章）】 

    写真７は、音読発表会の様子である。登場人物の気持ちや場面の様子を声の大きさや強

弱で表現している。単元の第一次で挿絵をもとに場面を想像し、教師の範読を聞いただけ

で「早く読みたい。何か体を動かしたくなってきた。」「音読を誰かに見せたい。タブレッ

トで動画を撮ろう。」と大変意欲的であった。そのため毎時間、登場人物の気持ちや場面を

進んで想像し、音読の仕方を考える姿が見られた。家庭での音読も張り切って行っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 写真７ おおきなかぶの音読発表会の子供たちの様子 】 

【おむすびころりん（文学的な文章）】 

写真８は、読み聞かせ会の様子である。グループで選んだ昔話の読み聞かせを行ってい

る。単元の第一次で「他にも昔話を知っている。いろいろな昔話を読んでみたい。」と興味

関心を示した。そこで、「昔話を読み聞かせしよう」という単元のめあてを立てた。読みを

進めていくうちに、昔話の面白さを見つけるようになり、読書でも進んで昔話を読む姿が

見られた。 
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【 写真８ 読み聞かせ会の様子 】 

    以上のことから、どの学習においても子供たちは、意欲的に取り組んでいた。「何のため

に読むのか」単元のめあてを明確にし、そのめあてに向かっていくことが大切である。さ

らに単元のゴールを「表現」にしたことで、学んだことを発揮する場がきちんとあったた

め、子供たちは意欲を継続したまま、読みを進めていった。表現をゴールとした単元の構

成は、有効であった。 

 

    ②自分の力に合わせて選択できる学習ノートの工夫 

    学習ノートを工夫したわけは、次の３点である。 

・どこに何を書けばいいか明らかにして、大事な言葉に着目させるため。 

・書く習慣を少しずつ身に付けていくため。 

・書く速さ、字の習得に差があっても全員が学習に参加できるようにするため。 

アンケートの結果に、「どんなお話かいつも分かった。」「一人ずつ増えていくのが面白か

った。」など、内容や構造をしっかり把握できている。これは、問いを解決するために叙述

から情報を取り出せたからだと言える。学習ノートで読みの視点を明確にすることで、ど

こに何が書かれているか、誰がどうしたのかを把握し、内容を解釈することにつながった

と考える。また、学習ノートを子供たち自身で自分の力に合わせて選択することで、誰一

人として取り残さない、個別最適な学びであるといえる。全員が進んで読みの力を育てる

ために、学習ノートを工夫したことは、有効であった。 

 

    ③構造や内容の把握や内容の解釈をするための「発問」の工夫 

    発問をする際に重視したことは、子供たちの思考が深まるかどうかである。言葉を吟味

する活動を行う際に、「何が違うのか」「なぜこの言葉がいいのか」考えたくなるように発

問を行うことを大事にして、発問計画を立てた。 

    アンケートの結果に、「言葉の意味をいっぱい考えて面白かった。」「面白い言葉をたくさ

ん見つけた。発表できて嬉しかった。」とあった。言葉の意味を立ち止まって考え、「なぜ

だろう」「どんな形だろう」「ちがいは何かな」と思考することで、内容や構造の把握につ

ながる。そして、読みの視点がつながったときに叙述には書かれていないことまで想像す

ることができる。 

    このことから、つかむ段階と深める段階で言葉を吟味する活動を活発にするために、発

問を工夫したことは、有効であったといえる。 
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（３）課題 

    本研究では、言葉を吟味する活動をつかむ段階、深める段階に位置づけて、内容や構造

の把握をしたり、言葉をとらえなおして精査・解釈したりすることによって、進んで読み

の力を育てる子供を育てる国語科の学習指導について考えてきた。副主題をさらに有効に

働かせるために、以下の課題が明らかになった。 

    ●内容を解釈して考えたことや感想をまとめる際に、何をどのように書けばいいのか書

く手順を明らかにし、さらに進んで考えを表現できるようにする。 

    ●進んで読みの力を身につける上で、取り出した情報を関係付けるために効果的なＩＣ

Ｔの活用を考え、協働的に学ぶことができる交流活動の手順を明らかにする。 
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